
編
集

発
行

／
小

林
市

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
　

　
〒

8
8
6
-
0
1
9
2
　

小
林

市
須

木
中

原
１

７
５

７
番

地

T
E
L
.
0
9
8
4
-
4
8
-
3
1
3
0
 
F
A
X
.
0
9
8
4
-
4
8
-
2
2
6
9
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
Ｐ

Ｃ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
b
a
y
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p

携
帯

版
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
b
a
y
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p
/
i
/

～
 一
般
書
 ～

　
８

月
２

３
日

（
土

）
、

宮
崎

県
消

防
学

校
に

て
開

催
さ

れ
た

、
第

3
4
回

宮
崎

県
消

防
操

法
大

会
に

、
第

7
分

団
第

5
部

が
西

諸
支

部
代

表
と

し
て

出
場

し
ま

し
た

。
　

第
５

部
の

春
口

部
長

は
、

「
今

年
こ

そ
必

ず
、

県
大

会
で

優
勝

す
る

」
そ

の
気

持
ち

を
団

員
に

伝
え

、
５

月
か

ら
の

厳
し

い
訓

練
に

励
ん

で
き

ま
し

た
。

　
練

習
で

は
、

意
見

の
衝

突
で

喧
嘩

し
た

日
も

あ
っ

た
そ

う
で

す
が

、
第

５
部

持
ち

前
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
、

操
法

技
術

の
上

達
を

目
指

し
、

須
木

地
区

で
も

初
の

県
大

会
優

勝
の

快
挙

を
成

し
遂

げ
ま

し
た

。
長

い
間

の
訓

練
、

ご
苦

労
様

で
し

た
。

　 し ん が た レ ス キ ュ ー ヘ リ

コ プ タ ー

ぷ る た く ん 、 し ゅ つ ど う ！

～
 児
童
書
 ～

『 ヘ リ コ プ タ ー の ぷ る た く

ん 』
作 ・ 鎌 田 　 歩

　 日 常 の こ ん な 所 に も マ ナ ー

が ？
　 色 々 な 考 え 方 が 楽 し め る 一

冊 。
『 考 え る マ ナ ー 』

著 ・ 赤 瀬 川 　 原 平 　 ほ か

須 木 分 館 の 旬 な 情 報 や

話 題 を お 届 け し ま す 。

～ お す す め 本 の 紹 介 ～

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で き

ま す ＊

【 お 問 合 せ 】

　 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

　
臨

時
福

祉
給

付
金

の
受

付
は

、
1
2

1
2

1
2

1
2
月 月月月

1
5

1
5

1
5

1
5
日 日日日

（ （（（
金 金金金

） ）））
ま

で
で

す
。

　
臨

時
福

祉
給

付
金

の
支

給
対

象
者

で
、

ま
だ

申
請

し
て

い
な

い
場

合
は

、
お

早
め

に
申

請
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ご

不
明

な
点

は
、

須
木

庁
舎

　
住

民
生

活
課

（
４

８
－

３
１

３
２

）
　

　
　

　
　

　
　

　
臨

時
福

祉
給

付
金

対
策

室
（

２
３

－
１

２
７

３
）

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

【
実

施
日

程
】

  
平

成
２

６
年

  
  

 ９
月

１
６

日
（

火
）

　
　

　
　

　
  

  
１

０
月

２
０

日
（

月
）

　
　

　
　

　
  

  
１

１
月

１
７

日
（

月
）

  
　

　
　

　
  

　
１

２
月

１
５

日
（

月
）

  
平

成
２

７
年

 　
 １

月
１

９
日

（
月

）
　

　
　

　
　

 　
  

 ２
月

１
６

日
（

月
）

　
　

　
　

　
  

 　
 ３

月
１

６
日

（
月

）

　
健

康
へ

の
意

識
向

上
や

健
康

増
進

の
た

め
、

か
じ

か
の

湯
で

の
健

康
相

談
を

開
催

し
ま

す
。

　
保

健
師

や
看

護
師

に
よ

る
血

圧
測

定
や

健
康

相
談

な
ど

を
行

い
ま

す
の

で
、

お
気

軽
に

お
立

ち
寄

り
く

だ
さ

い
。

時
間

：
１

３
時

～
１

５
時

　
場

所
：

か
じ

か
の

湯

　
　

　
　

　
　

　
　

　
お

問
合

せ
先

：
健

康
推

進
課

　
２

３
－

０
３

２
３

　
福

岡
県

博
多

区
の

吉
塚

駅
裏

に
「

吉
塚

商
店

街
」

が
あ

り
ま

す
。

　
こ

の
度

、
こ

こ
に

毎
月

第
３

土
曜

日
、

須
木

の
特

産
品

を
持

っ
て

行
き

、
物

産
販

売
を

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

　
【

野
菜

、
果

物
、

花
、

山
菜

、
手

作
り

加
工

品
、

民
芸

品
等

】
な

ん
で

も
売

り
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

須
木

地
区

の
皆

様
の

出
品

を
、

是
非

と
も

お
願

い
し

ま
す

。

＊
こ

の
取

り
組

み
は

、
隣

町
の

熊
本

県
多

良
木

町
槻

木
地

区
と

の
交

流
を

き
っ

か
け

に
、

お
互

い
に

力
を

合
わ

せ
、

交
流

及
び

Ｐ
Ｒ

を
し

て
い

こ
う

と
い

う
取

り
組

み
か

ら
始

ま
り

ま
し

た
。

　
須

木
地

区
の

皆
様

の
、

家
庭

菜
園

で
育

っ
た

野
菜

や
、

手
作

り
加

工
品

（
油

み
そ

・
漬

け
物

等
）

の
須

木
の

宝
を

、
Ｐ

Ｒ
し

て
い

き
ま

す
。

　 　
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。

お
問

合
せ

先
：

須
木

庁
舎

地
域

振
興

課
　

　
　

　
（

℡
　

４
８

－
３

１
３

０
）



　 　
＊

運
行

日
：

毎
週

金
曜

日
＊

運
　

 賃
：

1
回

乗
車

に
つ

き
3
0
0
円

問
い

合
わ

せ
先

：
須

木
庁

舎
住

民
生

活
課

　
　

　
　

　
（

℡
　

４
８

－
３

１
３

２
）

　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

し
て

い
ま

す
。

７
月

に
行

わ
れ

た
地

域
協

議
会

の
主

な
内

容
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

【
７

月
３

０
日

（
水

）
開

催
】

（
１

）
地

域
協

議
会

と
し

て
今

後
重

点
的

に
取

り
組

む
課

題
に

つ
い

て
　

地
域

協
議

会
と

し
て

重
点

的
に

取
り

組
む

課
題

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
重

点
的

課
題

を
上

げ
て

、
今

回
は

現
状

等
を

協
議

し
ま

し
た

。
　

次
回

以
降

は
そ

れ
ぞ

れ
の

実
施

方
法

な
ど

の
具

体
的

な
協

議
を

行
う

予
定

で
す

。
重

点
的

課
題

と
し

て
上

げ
ら

れ
た

項
目

は
次

の
と

お
り

で
す

。

１
、

魅
力

あ
る

須
木

地
区

づ
く

り
と

P
R

２
、

閉
校

跡
地

施
設

の
活

用
３

、
す

き
む

ら
ん

ど
温

泉
を

活
用

し
た

、
チ

ョ
ウ

ザ
メ

養
殖

施
設

の
開

発
４

、
も

み
じ

の
里

づ
く

り
事

業
第

１
期

事
業

の
終

了
に

伴
い

、
第

２
期

目
以

降
今

後
の

対
策

に
つ

い
て

５
、

社
会

復
帰

促
進

セ
ン

タ
ー

誘
致

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

６
、

地
域

活
性

化
交

付
金

の
活

用
に

つ
い

て
７

、
小

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
数

の
動

向
に

つ
い

て
　 　

今
後

も
、

須
木

地
区

の
活

性
化

の
た

め
に

協
議

を
進

め
て

参
り

ま
す

の
で

、
ご

意
見

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
地

域
振

興
課

（
℡

4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　
平

成
２

６
年

１
０

月
３

日
（

金
）

か
ら

、
野

尻
町

福
祉

バ
ス

の
路

線
に

内
山

線
が

設
定

さ
れ

、
野

尻
と

内
山

の
間

を
、

毎
週

金
曜

日
、

午
前

中
往

復
１

便
運

行
し

ま
す

。
内

山
地

区
の

み
な

さ
ん

、
買

い
物

・
通

院
な

ど
ぜ

ひ
ご

利
用

く
だ

さ
い

。

　
８

月
２

日
（

土
）

に
須

木
小

学
校

・
須

木
中

学
校

生
徒

が
、

住
ん

で
い

る
出

身
地

区
の

公
民

館
に

登
校

し
、

地
区

の
皆

さ
ん

と
交

流
を

行
う

故
郷

（
ふ

る
さ

と
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

各
地

区
で

様
々

な
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

取
材

に
伺

っ
た

永
田

地
区

で
は

、
須

木
の

水
生

生
物

に
つ

い
て

勉
強

し
、

お
昼

は
育

成
会

の
皆

さ
ん

が
作

っ
た

、
流

し
そ

う
め

ん
と

カ
レ

ー
を

食
べ

ま
し

た
。

　
参

加
し

た
子

ど
も

達
は

、
興

味
深

く
区

長
さ

ん
や

渡
辺

先
生

（
水

生
生

物
講

師
）

の
話

を
聞

い
て

い
ま

し
た

。

　
８

月
１

６
日

（
土

）
に

、
第

３
７

回
す

き
納

涼
花

火
大

会
が

盛
大

に
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

今
年

は
、

台
風

1
2
号

の
影

響
で

、
順

延
と

な
り

ま
し

た
が

、
市

内
外

か
ら

約
２

万
人

の
観

客
が

来
場

し
、

夜
空

に
打

ち
上

げ
ら

れ
る

花
火

に
歓

声
を

あ
げ

て
い

ま
し

た
。

　
山

川
伸

実
行

委
員

長
は

、
「

伝
統

あ
る

、
花

火
大

会
を

開
催

で
き

、
多

く
の

観
客

に
須

木
地

区
を

改
め

て
Ｐ

Ｒ
で

き
ま

し
た

。
」

と
話

さ
れ

ま
し

た
。

　
会

場
で

は
、

太
鼓

や
ダ

ン
ス

の
イ

ベ
ン

ト
、

地
元

出
店

の
特

産
品

販
売

も
行

わ
れ

、
大

い
に

賑
わ

い
ま

し
た

。

一

　
７

月
３

０
日

・
３

１
日

に
、

熊
本

県
多

良
木

町
槻

木
地

区
の

旧
槻

木
中

学
校

跡
地

を
使

用
し

て
、

須
木

地
区

児
童

１
９

名
が

、
交

流
キ

ャ
ン

プ
を

実
施

し
ま

し
た

。
　

槻
木

地
区

で
は

、
今

年
の

４
月

に
1
名

の
児

童
が

入
学

し
槻

木
小

学
校

が
７

年
ぶ

り
に

再
開

し
ま

し
た

。
　

須
木

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

代
表

の
山

中
さ

ん
の

発
案

で
、

「
槻

木
の

子
ど

も
と

須
木

地
区

の
子

ど
も

交
流

を
図

り
た

い
」

と
の

事
で

、
初

め
て

の
試

み
と

な
り

ま
し

た
。

　
参

加
し

た
子

ど
も

達
は

、
ヤ

マ
メ

の
つ

か
み

取
り

や
五

右
衛

門
風

呂
を

体
験

し
、

交
流

キ
ャ

ン
プ

を
お

お
い

に
満

喫
し

て
い

ま
し

た
。

　
８

月
２

２
日

（
金

）
に

、
北

き
り

し
ま

田
舎

物
語

推
進

協
議

会
に

よ
り

、
農

家
民

泊
受

入
研

修
会

を
夏

木
地

区
の

「
夢

追
い

人
の

く
ら

や
み

道
場

」
夏

木
政

和
さ

ん
宅

に
て

実
施

し
ま

し
た

。
　

講
師

と
し

て
、

体
験

型
観

光
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

藤
澤

安
良

氏
を

招
き

、
小

・
中

学
生

修
学

旅
行

や
外

国
人

受
入

に
つ

い
て

、
「

ど
の

よ
う

な
事

に
注

意
が

必
要

な
の

か
、

何
が

農
家

民
泊

で
大

切
な

の
か

」
の

講
義

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
後

は
メ

ン
バ

ー
同

士
で

実
践

形
式

の
研

修
会

を
行

い
ま

し
た

。
　

北
き

り
し

ま
会

員
の

皆
さ

ん
は

、
農

家
民

泊
で

今
後

の
小

林
市

を
Ｐ

Ｒ
し

て
い

き
た

い
と

、
熱

心
に

研
修

会
を

受
け

て
い

ま
し

た
。

　

　
８

月
２

日
（

土
）

に
、

旧
鳥

田
町

小
学

校
に

て
、

鳥
田

町
活

性
化

委
員

会
主

催
に

よ
る

、
鳥

田
町

地
区

納
涼

夏
ま

つ
り

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

会
場

に
は

約
３

０
０

人
の

来
場

者
が

集
ま

り
、

地
区

の
出

店
や

名
物

と
な

っ
た

、
須

木
弁

コ
ン

ト
や

カ
ラ

オ
ケ

大
会

と
盛

り
沢

山
の

イ
ベ

ン
ト

で
、

会
場

も
盛

大
に

賑
わ

い
ま

し
た

。
　

　
８

月
２

３
日

（
土

）
に

、
内

山
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

て
、

２
年

ぶ
り

と
な

る
内

山
地

区
夕

涼
み

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

　
会

場
に

は
、

多
く

の
地

区
の

人
た

ち
が

集
ま

り
、

会
場

内
の

美
味

し
い

料
理

を
食

べ
な

が
ら

、
カ

ラ
オ

ケ
や

抽
選

会
を

楽
し

ん
で

交
流

を
は

か
り

ま
し

た
。


